
「･･･聖なる山によろしく。
罪深い世界を忘れるな！」

ある福音派の指導者が地方の宣教大会が終
わって、笑みを浮かべながらリーベンゼラ神
学生の私たちにお別れの挨拶をしました。
キリストの使節
大分前の話ですが、この挨拶のことばを忘

れることができません。
「罪深い世界を忘れるな」ということは私
自身にとって、単なる挨拶やキャッチフレー
ズでなく、神学的なコンセプトになりました。
神学生時代も、今宣教師として働いている

時も、いろいろな場面で、自分がしているこ
との意味や目的、動機を自問しています。自
己満足のためにみことばを勉強したり、神学
を神学のために学ぶ、という失敗をしたこと
があります。罪の結果である永遠の滅びから
どのように救われるか、という福音を宣べ伝
えるように主に召されたことを忘れてしまい
ました。多くの人々は意識しないでしょうが、
誰にとっても、人生の最大の問題は罪の解決
です。神様はそのために主イエス・キリスト
を遣わして、主のみわざゆえに救いを与えて
くださいます。この福音は私たちクリスチャ
ンに委ねられていて、まだクリスチャンでな
い日本人、ドイツ人、世界中の人々が必要と
しています。この福音を宣言することは使命
でもあり、名誉でもあります（ローマ 10:14～、
第一テモテ 2:5～）。
収穫のための働き手
聖書宣教会は距離的に福音の家に近いで

す。キャンプ伝道に関わった時から、お客さ
んと共に神学校を訪問する機会がしばしばあ
りました。特にそういう時、ここで将来の教
会の指導者、牧師、伝道師、宣教師が育てら
れていることゆえに主に感謝を捧げていま
す。卒業式の喜びを分かち合う事はもちろん
ですが、毎年入会生が与えられるようにとお
祈りしています。一方では、教職者の高齢化
があり、他方では社会的な乱れや問題が進行
しているので、牧会者の必要性が益々大きく
なっています。「実りは多いが、働き手が少
ない。だから、収穫の主に、収穫のために働

き手を送ってくださる
ように」（ルカ 10:2）
という祈りは、少なく
とも聖書の時代と同じ
ように、今も大切です。
牧者と伝道者
牧師招聘に取り組ん

でいるいくつかの教会
を知っています。地域
等によって新しい牧会者についての期待は際
限なく膨らんでいますし、時代の流れによっ
て伝道、牧会の内容がどんどん変わってくる
と感じます。神学校や神学生にとって適切な
訓練を受けることは大きなチャレンジです。
しかし、牧会者の大事な使命は信仰者を養

い、成長させ、主の弟子になるように導くこ
とです。主イエス・キリストによる救いの福
音を人々に届ける使命もあります。教会に来
る人々より、罪の世界に留まっている人々の
方が多いです。聖書宣教会で学んでいる神学
生が喜びをもって、牧会や伝道の働きに取り
組んで、自分の働きの実を見ることが出来る
ように願っています。
主の御手にある
リーベンゼラ宣教団の本部（神学校を含め

て）は南ドイツのバド・リーベンゼルという
町を囲む丘の上にあります。人々はその丘を
「聖なる山」と名付けてしまいました。しかし、
「この世を支配する者」（ヨハネ 12:31，14:30
等）の力がリーベンゼラ本部に及ばないわけ
はありません。神学校も他の場所、施設など
と同じようにこの世、「罪の世界」にあります。
悪魔が特にそういう場所、つまりそこにい

る人々を攻撃していると感じます。先生方、
学生たち、職員の一人だけでも倒すように、
あらゆる方法を用います。そのようにして、
神の国の広がりを阻止しようとしています。
けれども、主イエス･キリストはつねに勝

利者で、神学校や神学校の働き、また働きに
関与する方々を守ってくださいます。

主イエス・キリストに聖書宣教会のゆえに
栄光がありますように。

巻　頭　言
「罪深い世界と神学校」

LMI-J 宣教師　奥多摩福音の家・キャンプディレクター　オッケルト・トラウゴット
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聖書宣教会 校長　鞭 木 　由 行

寒さが身にしみる二月ですが、羽村の寒さ
はまた格別です。
聖書宣教会を支えてくださる皆様、また諸
教会で牧会奉仕に励んでおられる卒業生の皆
様、いかがお過ごしでしょうか。変わらぬご
支援と祈りにいつも励まされています。今年
度最後となりましたが学舎からの報告をお届
けいたします。

この時期、何より皆様にお祈りいただいて
おりましたのは、来年度の新入会者のことで
はないかと思います。2 月 13 日（月）、入会
試験が行われ、今年は 5名が受験されました
が、最終的に入会を許可したのは 3名でした。
昨年より一層少ない人数ですが、来年度の
ために主が送ってくださった研修生と受けと
めて来年度の歩みに備えたいと願わされてい
ます。3 名はいずれも本科生ですので、聖書
科は今年はゼロということになります。献身
者の減少ということは、最近の日本の教会の
共通した現象といわれており、他の神学校の
現状はまだ知らされてはいませんが、収穫の
主に収穫のための働き手を送ってくださるよ
うに一層祈らずにはおられません。事実、聖
書宣教会に牧師紹介の問い合わせはしばしば
ありますが、入会の問い合わせはずっと少な
かったのです。団塊の世代が一線を退く時代
に、その後を引き継ぐ世代が十分に備えられ
てはいない事情が多くの教会に見られるよう
に思います。

さて、来年度の入会生は 3名ですが、逆に
卒業あるいは修了予定者は本科 5名と聖書科
2 名、合計 7 名がこの学舎を巣立って行きま
す。これは最終的には 2 月 21 日（火）の卒
業判定会議までは確定しませんが、一人の方
を除いて、奉仕先はすでに決まっており、そ
れぞれが卒業説教を終え、卒業までの最後の
備えをしているところです。卒論を書いた５
名のうち 3名は、例年のように 3月 6日の卒
論発表会に臨みます。各種の送別会が慌ただ
しく持たれ、3 月 12 日に第 53 回卒業式を迎
えます。皆様のご臨席を賜れば、卒業生にとっ
ても大きな励ましとなることでしょう。今年
の卒業式の説教者は生駒めぐみ教会の中谷美

津雄先生です。多くの方々との再会のひとと
きとなることを期待しています。

昨年、大震災の影響によって急遽夏期研修
講座を取りやめたことはまだご記憶に新しい
ことと思います。教師会では、次回の開催を
目指して準備を開始いたしました。昨年の
テーマではなく、今年は「牧会と牧会者」に
ついて聖書から学ぶことにいたしました。教
師のそれぞれが牧会に関係の深い聖書箇所を
選び、釈義を交えて講義し、質疑応答の時を
持ちます。またパネルディスカッションも持
ちながら、牧会上の諸問題を共有することが
できればと願っています。卒業生の中に牧会
の諸問題で行き詰まり、あるいは途方に暮れ、
退任を余儀なくされるような事態を見聞きす
る中で、もう一度「牧会」を聖書からじっと
見つめてみたいと考えました。模範解答を期
待されると困りますが、良いみことばの学び
のひとときとなることを願っています。

最後に、最近の一つの嬉しいニュースは、
留学希望者による推薦状の依頼が増えてきた
ことです。この 2、3 年の間に私は合計 5 通
の推薦状を書きました。暫く途絶えていまし
たが、海外留学を目指す卒業生が育っている
ことを嬉しく思っています。聖書宣教会の大
きな必要の一つは、次世代を担う教師陣です。
現時点でさえ大きな必要を抱え、また定年
を迎える先生方が出始めています。聖書を教
える神学校としての使命はまだ終わってはい
ないと信じ、その教育を担って行く方々を必
要としています。留学する方々の学びの祝福
のためにお祈りください。また聖書宣教会で
も学びを願う人々に具体的な助けを提供する
研修コースなどを設けることができないか検
討を始めました。海外に留学しなくても、あ
る程度の学びをすることは十分に可能になっ
てきましたので、それに相応しい態勢を整え
ていきたいと考えています。

最後に、2011 年度も皆さんの祈りと支え
に感謝いたします。聖書宣教会が御心にか
なって歩めるようにお祈りください。

聖 書 神 学 舎 か ら
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働きの現場から

教会の事務室脇の雨どい下、毎時 9.6 マイ
クロシーベルト　教会裏の雨どい下の土、
27,400 ベクレル /㎏

教会周辺の放射能汚染を告げるこのような
数字を知らされたのは昨年の秋のことでし
た。福島原発の爆発によって岩手県南の放射
線量が高いことは以前よりわかっていました
が、まさかこんなに高いとは。しかも、教会が。
その後、調べていくと水沢の中でも教会周
辺の数値が特に高いことがわかりました。私
たちの教会はまさにホットスポットだったの
です。
この事実を突きつけられて私もようやく事
態の深刻さに気づかされました。ところが私
の家内はずっと以前から敏感に反応していた
のです。震災の一ヶ月後くらいから放射能や
内部被曝に関する本を読み始めていました。
学習会に積極的に参加し、関連のホーム
ページを食い入るように眺めていました。息
子が通う保育園の先生と放射能対策について
協議し、市議会にまで駆けつけては放射能問
題の審議について傍聴する程でした。
そんな彼女に対する私の態度は当初、非常
に冷ややかなものだったのです。やれ除染だ、
やれ工事だ、やれ避難だと、次々に訴える家
内に対して私は「もっと落ち着いて！」「現
状に振り回されるな！」「信仰はどこにある
の！」と何度言い放ったことでしょう。しか
し、そんな私でも、四歳になる息子を涙を流
しながら抱きしめる家内を見ると、思わずこ
とばに詰まってしまうのでした。
夫に十分に理解されることのない状態で、
彼女はどんなにか心細い日々を送ったことで
しょうか。それでも子どもを守るために精一
杯のことをしたいと願う彼女の信念は変わる
ことがありませんでした。
そんな彼女の強い気持ちに私も次第に心動
かされるようになります。そして、信仰とい

うことばを用いながらも、現実と真剣に向き
合おうとしていない自分自身に気づかされ、
次第に責められるようになりました。
改めて考えました。放射能によってこの国
は間違いなく汚染されました。これからの時
代を生きていく子どもたちのために私たちは
汚染された空気と土と水しか残すことができ
ませんでした。これは放射線量の数値の高い
低いの問題でもなければ、現実にどう対処す
るかの問題でもありません。子どもたちのた
めに大人たちは、精一杯のことをしなければ
ならない。悔い改めの表明として、それをし
なければならない。そう思いました。
私は東北で生まれ育ちました。東北が大好
きです。聖書宣教会で学んでいる時から、自
分は東北で伝道すると、心ひそかに決めてい
ました。ですから水沢聖書バプテスト教会か
ら招聘の話が来た時は本当に嬉しかった。
しかし昨年の 3 月 11 日を経て、東北は多
くの痛みを担う地域となりました。地震と津
波による被害だけではありません。東北は放
射能によって広く汚染される地域となりまし
た。人がもはやそこに住むことができない地
域までもが、その中に生じてしまいました。
そして東北の苦悩はいまだに続いているど
ころか、ますます混迷を深めています。
東北の山並みや草原、田んぼの風景に私は
何度慰められてきたでしょうか。冷害・凶作・
飢餓に長い間苦しめられながらも土と真剣に
向き合ってきた東北の人々の姿に、何度心打
たれたでしょうか。その東北の地が今、悲鳴
を上げています。それを思うと悔しさが込み
上げてきます。
危機的な状況の中にあってもそれを気にせ
ず穏やかに笑って歩むのが信仰者の姿なの
か。それとも、現実の中で悩み、もがき、涙
しながらも、傷みを負った被造物とともに祈
りつつ歩むのが私たちの姿なのか。その選択
を今、私は迫られています。

水沢聖書バプテスト教会牧師　若 井 和 生（本科 46 期卒）
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2012年度　聖書宣教会講座案内
2012 年度は次のようなプログラム、講座を予定しています。11月10日（土）のオープンデイを始め、聖書講座、
教会合唱講座はどなたでも参加できます（オープンデイ以外は要申込）。お待ちしています。

聖書講座　（金曜日10:30～12:10）
前　期：「旧約通論（前半）」（久利　英二）

4月 13 日～10 月 19 日（15 回）
於　ぶどうの樹キリスト教会（四ッ谷）

後　期：「新約通論（後半）」（久利　英二）
11 月～3月（15 回）

期　間：7 月 10 日（火）～12 日（木）
会　場：奥多摩福音の家
対　象：牧会者とその配偶者
テーマ：「牧会と牧会者」

昨年は、東日本を襲った大震災のためにやむ
なく夏期研修講座を取りやめましたが、今年
度はテーマを「牧会と牧会者」として開催い
たします。この問題に関係の深い聖書箇所を
釈義しながら、そこに示されている牧会のあ
り方をみことばから直接聞きたいと願ってい
ます。同時にパネルディスカッションや交わ
りを通して牧会上の諸問題を共有することが
できれば幸いです。

講　師：鞭木由行、赤坂泉、内田和彦、岡本昭世、
津村俊夫、松本任弘、横山昌英

礼　拝：久利英二、伊藤暢人
詳　細：別紙案内、ウェブサイトをご覧ください。

第37回　夏期研修講座
期　間：7 月 26 日（木）～28 日（土）
会　場：聖書宣教会（宿泊は近隣の「玉川苑」）
対　象：聖歌隊員、聖歌隊指導者、奏楽者、独唱者等、

礼拝や教会の諸集会で音楽の奉仕に携わって
いる方、および奉仕の準備をしたい方
みことばと音楽　－詩篇－
神に礼拝をささげる者にとって「賛美」の果
たす役割の大きさは今更言うまでもありませ
ん。それは、私たちの信仰そのものであり、
私たちの心からの告白です。教会における賛
美がどうあるべきなのか、何を賛美するべき
なのか、講義と実技をとおしてご一緒に理解
を深めていきたいと願っています。お誘い合
わせの上、お出かけください。

講　師：聖書宣教会教師・講師
詳　細：別紙案内、ウェブサイトをご覧ください。

第28回　教会音楽夏期講習会

前　期：「新しい歌を主に歌え。全地よ。主に歌え。」
（飯島千雍子、遠藤かおる）
4月 24 日～10 月 16 日（9回）
於　立川駅前キリスト教会

後　期：11 月～3月（9回）

教会合唱講座　（火曜日19:15～21:00）

（このほか、聴講制度があります。詳細は事務局まで）

2012年度　聖書宣教会主要年間予定

4月10日（火）　　　　　　　　　　入会式
4月13日（金）　　　　　　　　　　前期開始
5月22日（火）　　　　　　　　　　祈りの日
6月 7日（木）～ 6月 8日（金）　　特別講義
6月27日（水）～ 7月 4日（水）　　集中講義
7月 5日（木）～ 8月29日（水）　　夏期調整期間
7月10日（火）～ 7月12日（木）　　夏期研修講座
7月中旬～　　　　　　　　　　　　キャラバン伝道
7月26日（木）～ 7月28日（土）　　教会音楽夏期講習会
9月 1日（土）　　　　　　　　　　前期再開
10月19日（金）　　　　　　　　　　前期終了
10月20日（土）～10月31日（水）　　秋期調整期間
10月23日（火）～10月24日（水）　　リトリート

11月 1日（木）　　　　　　　　　　後期開始
11月10日（土）　　　　　　　　　　オープンデイ
11月22日（木）　　　　　　　　　　祈りの日
12月 1日（土）　　　　　　　　　　第30回賛美礼拝
12月17日（月）～ 1月 4日（金）　　クリスマス調整期間

1月 5日（土）　　　　　　　　　　後期再開
2月11日（月）　　　　　　　　　　信教の自由を守る日
2月18日（月）　　　　　　　　　　入会試験
2月23日（土）　　　　　　　　　　教会音楽のひととき
3月12日（火）　　　　　　　　　　卒論発表会
3月16日（土）　　　　　　　　　　後期終了
3月18日（月）　　　　　　　　　　第54回卒業式

2012年

2013年

－ 4－

発行者　清水　昭三 編集者　赤坂　　泉http://www.bibleseminary.jp/

編 集 後 記
未曾有の経験に、多くを問われ続けた一年でした。
「主のまことは奇しきかな」…（賛美歌Ⅱ-191）」と告

白し、恵みの主に信頼し、期待して、歩みを前へ進め
たいと思います。（A）

－ 4－


